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この街からプラスチックごみを
本気で追放できるかな？
世界中で海洋プラスチックごみによる環境汚染が問題となっています。私たち日本人は世界で二番目に多くの

プラスチックごみを生み出しています。そして私たち自身も毎週クレジットカード一枚に相当する量のマイ

クロプラスチックを体内に取り込んでいると言われています。ストローやレジ袋を規制したり、リサイクルを

行ったりするくらいではどうにもならない状況なのは、スーパーやコンビニの売り場の前で見渡せばすぐに

わかります。

世界では、プラスチック容器を廃止する方法がいろいろと提案され、実施され始めていますが、それを可能

にし、普及させるには消費者が意識と行動を変える以外にありません。その変革を宇部市から始めます。

ノープラ宣言
生活者募集

ノープラ流通に
ご協力して頂ける店舗募集

で情報共有しましょう！

もしくは、mail@openhouse.co.jp
にご連絡ください。

プラレス生活やれば絶対気持ちいい！

世界の現状と先進的な取り組み

宇部市で見つけたノープラ

プラスチックごみがあふれる世界大量生産されるプラスチック製品

市制100周年記念
市民プロジェクト

株式会社オープンハウス
サステナブルなデザインを実践する

私たちは宇部の北部地域にあたる今富にあるデザイン事務所です。30年近く拠点

を置いてきた東京都心から5年前に移転してきました。

私たちの事務所はオフグリッドです。つまり、水道管や電線といった管や線は何も

つながっていません。必要最小限の電力は自ら発電し、井戸水と高性能の薪ストー

ブやバイオトイレを利用します。電波が弱くて電話やインターネットにもつながり

にくいので、人とは会って話し、必要なら郵便を使います。片田舎にありながら世界

中とつながっています。特にアジアの隣人とは自由に行き来します。もともと日本

は世界の果てにあるのです。

人工のインフラやライフラインはないけれど、その代わりここには豊かな自然があります。それこそが生きてゆく上での基盤

なのです。ここは今後長きにわたって続けてゆける社会を構想するサステナブルデザインの実験場です。

かつてそのまま売られていた採れたての野菜や果物、竹の皮や再生紙に包まれて渡された肉や魚、紙袋に入れられた量り売りの

豆や菓子、そうした再生可能な素材のほとんどがプラスチックに置き換えられたために世界中の環境が処理しきれないプラス

チックごみで汚染されています。プラスチックの容器包装を極力使わない社会のデザインを提案するのも私たちの仕事です。

「のーぷら宣言 in UBE」
Facebook

イタリアの市場ではプラレスが進んでいる


